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子会社の吸収合併(簡易合併・略式合併)に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成22年12月13日開催の当社取締役会において、平成23年３月１日を期日として、当社の100％子会

社であるディアグリーンサイボー株式会社を吸収合併することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

なお、本合併は、100％子会社の吸収合併であるため、開示事項・内容を一部省略して開示しております。 

 

記 

 

１．合併の目的 

ディアグリーンサイボー株式会社は、当社の100％子会社であり、自動給水植木鉢の販売及びレンタル業務

を行ってきました。今般、経営資源の有効活用及び業務の効率的な運営を図ることを目的に当社を存続会社

として、ディアグリーンサイボー株式会社を吸収合併することといたしました。 

 

２．合併の要旨 

(１)合併の日程 

合併契約承認取締役会 平成22年12月13日 

合 併 契 約 締 結 平成22年12月13日 

合併日(効力発生日) 平成23年３月１日(予定) 

(注)本合併は、当社においては会社法第796条第３項に定める簡易合併の手続きにより、また、ディア

グリーンサイボー株式会社においては会社法784条第１項に定める略式合併の手続きにより、株主

総会決議を経ずに行うものであります。 

(２)合併の方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式で、ディアグリーンサイボー株式会社は解散いたします。 

(３)合併に係る割当ての内容 

ディアグリーンサイボー株式会社は、当社の100％子会社であることから、本合併による新株式の発行

及び金銭等の割当てはありません。 

(４)消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

ディアグリーンサイボー株式会社は、新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりません。 
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３．合併の当事会社の概要 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

(１)名称 サイボー株式会社 ディアグリーンサイボー株式会社 

(２)所在地 埼玉県川口市前川１丁目１番70号 埼玉県川口市前川１丁目１番53号 

サイボー若葉ビル

(３)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 飯塚 剛司 代表取締役社長 渡辺 貞夫 

(４)事業内容 繊維品の製造販売、不動産の賃

貸、自動車の板金塗装修理、慶弔

ギフト品販売 

自動給水植木鉢の販売及びレンタ

ル 

(５)資本金 1,402百万円 175百万円 (注)１ 

(６)設立年月日 昭和23年６月15日 昭和48年９月４日 

(７)発行済株式総数 14,000,000株 120,001株 (注)１ 

(８)決算期 ３月31日 ２月28日 

(９)大株主及び ①埼栄不動産株式会社 15.59％ サイボー株式会社  100.00％ 

持株比率 (注)２ ②飯塚元一       6.24％  

 ③埼玉興業株式会社   5.02％  

(10)直前事業年度の財政状態及び経営成績 

決 算 期 平成22年３月期(連結) 平成22年２月期(単体) 

純 資 産 13,325百万円 △ 219百万円 (注)３

総 資 産 27,623百万円 12百万円 

１ 株 当 た り 純 資 産 836円67銭 △ 1,832円17銭 

売 上 高 8,685百万円 49百万円 

営 業 利 益 1,623百万円 △ ８百万円 

経 常 利 益 1,736百万円 △ 11百万円 

当 期 純 利 益 540百万円 △ 11百万円 

１株当たり当期純利益 39円63銭 △ 99円62銭 

(注)１ ディアグリーンサイボー株式会社は、平成22年11月25日に実施した増資を当社が全額引受けたこと

に伴い、本日現在の値を記載しております。 

２ サイボー株式会社は平成22年９月30日現在を、ディアグリーンサイボー株式会社は本日現在の内容

を記載しております。 

３ 前述しました増資の金額は240百万円であり、これにより本日現在では債務超過を解消しております。 

 

４．合併後の状況 

(１)名称 サイボー株式会社 

(２)所在地 埼玉県川口市前川１丁目１番70号 

(３)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 飯塚 剛司 

(４)事業内容 繊維品の製造販売、不動産の賃貸、自動車の板金塗装修理、慶弔ギフト品

販売、自動給水植木鉢の販売及びレンタル 

(５)資本金 1,402百万円(合併による資本金の増加はありません。) 

(６)決算期 ３月31日 

 

５．今後の見通し 

本合併は、当社と当社100％出資の連結子会社との合併であるため当社連結業績への影響は軽微であります。 

 

以  上 


